
秦野市
企業版ふるさと納税を活用した事業の紹介

＜小田急線４駅周辺のにぎわい創造プロジェクト＞

令和８年１月１４日

秦野市 政策部 総合政策課

文化スポーツ部 スポーツ推進課

環境産業部 秦野駅北口にぎわい創造担当

秦野市



◆ 人口 ： 159,910人（令和７年11月１日現在）

◆ 神奈川県央西部の広域拠点都市

◆ 神奈川県下で唯一の盆地のまち

◆ 「秦野盆地湧水群」は環境省「名水百選」に選ばれており、
さらに、名水百選選抜総選挙「おいしさが素晴らしい名水」部門では、
「おいしい秦野の水 丹沢の雫」が全国１位を獲得

◆ 市内には、小田急小田原線の駅が４駅（秦野駅、渋沢駅、東海大学前駅、
鶴巻温泉駅）、東名・新東名高速道路が通っており、首都圏や中京圏へ
の優れたアクセスを有する

秦野市について
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秦野市では、総合計画リーディングプロジェクトの１つとして、
市内にある小田急線４駅周辺それぞれの魅力ある地域資源や特色を生かした、
＜小田急線４駅周辺のにぎわい創造プロジェクト＞に取り組んでいます。

秦野市全景 護摩屋敷の水 秦野駅周辺の様子 新東名高速道路羽根トンネル付近



公民連携手法の活用と民間活力の導入により、秦野市、中井町、大井町及び松田町の１市３町
の境界にある渋沢丘陵の中央部に、市民をはじめ多くの人が集い、渋沢丘陵一帯の活性化やにぎ
わいの創出につながるスポーツの拠点を整備します。

(1) 秦野市におけるスポーツ環境の一層の充実
 (2) 湘南ベルマーレスポーツクラブほか、民間が持つノウハウを活用したスポーツプログラム
や教室の実施

 (3) 広域・公民連携による渋沢丘陵一帯の地域資源や施設を活用した大会の開催、スポーツ
ツーリズムの拠点として展開

 (4) スポーツの持つ力を最大限発揮することによる地域活性化やにぎわいの拠点として展開

はだのスポーツビレッジ整備事業について

１ 概要

２ はだのスポーツビレッジの基本的な機能
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■整備予定地
東名高速道路と新東名高速道
をつなぐ「厚木秦野道路(国道
２４６号バイパス)」と同路線
のＩＣ設置が予定され、更なる
活性化が期待される渋沢丘陵の
中央部に整備予定

■豊富な地域資源
付近には、国登録記念物であ
る「震生湖」のほか、湘南ベル
マーレ関連企業が運営する「ア
ドベンチャーヒルズ」や「オ
リーブ園」といった地域資源が
点在

■土地面積
約２３，０００㎡

はだのスポーツビレッジ整備事業について

３ 整備予定地の概要
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■工事期間
令和７年６月着工
～令和８年７月竣工予定

■供用開始
令和８年度中

■整備内容
・天然芝多目的グラウンド（サッカーコート１面）
・パークゴルフ場９ホール
・トライアルロード（MTBコース）

はだのスポーツビレッジ整備事業について

４ 整備事業の概要
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※イメージ図

令和７年１０月現在



秦野駅北口周辺まちづくりビジョン
（令和５年１１月策定）

・まちの目指すべき将来像
・市民や商業者、企業、行政等が
連携するための指針

名水のまち“はだの”の中核となる拠点の形成

多世代交流施設の整備

県道７０５号沿いゾーン秦野駅

秦野市多世代交流施設整備事業について
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(1) 施設整備の目的

中心市街地の活性化に向け、多様な人々が集まり、交流が生まれる市の中核となる拠点の形成

(2) 施設のコンセプト・基本方針

はだのでの様々な出会いや学びを育む交流拠点

(3) 基本方針

基本方針１「交流機会の創出」
市民活動やイベント開催を支援し、多世代・多分野の交流を促進します。
基本方針２「学びや仕事の場の創出」
学習・ワークスペースや図書機能を整備し、幅広い世代に学びや気づきの場を提供します。
また、リモートワークや起業支援の拠点としても活用し、地域経済の活性化を図ります。
基本方針３「子育て支援の場の創出」
こどもの遊び場や子育てサービスを充実し、親子の交流拠点をつくります。
基本方針４「魅力や活動の発信」
地域の魅力や活動情報をデジタルサイネージなどを活用して発信します。

秦野市多世代交流施設整備事業について
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【学び・知育】
図書

(5) 多世代交流施設のイメージ

【市民活動／起業・就労】

市民活動案内・会議室・コワーキング

【就労】

ハローワーク（公共職業安定所：本所）

【創造的活動】

ダンス・
サウンド
スタジオ

【学び・知育】
学習・ワーク・図書

【こども・子育て】

学生交流
ラウンジ

【こども・
子育て】
屋内
遊び場
・

未就学児
親子交流

屋外広場

文化
活動【魅力情報発信】

情報コーナー
物販・飲食

市民
交流

秦
野
市
内
の
魅
力
を

市
内
外
に
発
信 【市民活動】【創造的活動】

(4) 導入機能イメージ

R7年度 R8年度
R9年度 R10年度 R11年度

(上期) (下期) (上期) (下期)

多世代
交流
施設

公共施設の検討（公募条件の検討） 公募資料の作成 事業者公募 設計等

供
用
開
始建設工事

項 目 内 容

事業区域 約4,000㎡

敷地面積 約3,300㎡

延べ面積 約5,000㎡

建築面積 約1,500㎡

総事業費 約40億円

(6) スケジュール

秦野市多世代交流施設整備事業について
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＊事業内容については
基本計画にて整理予定



ご清聴ありがとうございました。

（企業版ふるさと納税全般に関するお問い合わせ）
政策部 総合政策課
電話：0463-82-5101（直通）
メール：seisaku@city.hadano.kanagawa.jp

（今回ご紹介した事業内容に関するお問い合わせ）
・はだのスポーツビレッジ整備事業
文化スポーツ部スポーツ推進課
電話：0463-84-2795
メール：sports@city.hadano.kanagawa.jp

・秦野市多世代交流施設整備事業について
環境産業部秦野駅北口にぎわい創造担当
電話：0463-82-9615
メール： h-eki@city.hadano.kanagawa.jp
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